
　

④
経
　
費

財
源
内
訳

※「財源内訳」について

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

将来目標

「実績」
縮小図る

(2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

700

単位

人

人

目標値 700

実 績

H28目標値

354 221

Ｈ 26 Ｈ 27

4,276

27 H28見込み 将来目標単位 Ｈ 26 Ｈ

１　三ヶ島葭子資料室運営協議会（年２回）を開催し、年度内の活動について協議。
２　毎年４月・９月に三ヶ島葭子資料室だより「われもこう」を発行。
３　市民ボランティアによる資料室の展示解説会の実施。（毎月1回のほか、三ケ島地区文化祭初日・講演会開催日に開催。その他団体見学の際の解説申込みを
　　随時受け入れている。）
４　講演会の開催。
５　文学散歩の開催。

基本
方針

2007,779

根拠法令

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

決　　　算　（見込み含む）

人）人） （ 0.00

平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。

2991-0303
担
当
部
課

②
事
　
業
　
の
　
概
　
要

関連・類似事業
社会教育法　　文化芸術振興基本法

部課コード 810600 ℡

法定受託＋附加

事業コード
三ヶ島葭子資料室運営事業

平成 28年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

810609

①事務事業名

終了年度　　　平成 年度

生涯学習推進センター

ｸﾞﾙｰﾌﾟ ふるさと研究グループ

■ □ □

年度

343,067

→

事業の種別

市民文化節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針 所沢市教育振興基本計画、所沢市生涯学習推進計画

平成４年に三ヶ島葭子関係資料が遺族から本市に寄贈され、平成６年４月三ケ島公民館（現・三ケ島まちづくりセンター）の移転・大型化の際、同
館内に「三ヶ島葭子資料室」を開設した。

総合計画の体系 章 教育・文化・スポーツ ふるさと研究を推進するための環境の整備

事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

単位

209

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

全市民 平成

0.00

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

明治から昭和初期に活躍した郷土出身の歌人・三ヶ島葭子の文学活動や生活、時代背景などを広く伝え、市民が先人への理解を深めるとともに、ふるさと所沢を愛す
る心を育てる。

予算現額

27

その他（　　　　　　　　　　） ）

342,564

7,779

人） （

0.88人 7,621

≪会計種別≫ 一般会計

国・県支出金

4,276

一般財源

平成 26 年度

（

28

0.00

224

（ 0.00

27 年度平成

4,099

（千円） 年度 （千円）

200

177 158

（千円） 平成

人

事業費合計

正規職員人件費

人）

0.47人

講演会・文学散歩の参加者数

冊子販売数 冊子販売数

80

冊 327 86

 
 
⑥
成
果

83

⑤
実
績

項目名 項目説明

活動実績

資料室入場者数 資料室入場記名者数

講演会等来場者数

　 項目名 項目説明

成果指標 利用者数
700

764 387

資料室・講演会等来場者数と冊子購入
者延べ人数

既存事業を活用しながら、事業の改善を行うなどして、更なる周知等を行い、
利用者増加の促進が必要なため。

生涯学習推進センター所長　倉富　恵理子

目標達成状況 どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

⑦
改
善
点

％ 達成率 109

平成26年度は資料室開設20周年であったため、書籍の刊行等によって関心
も高まったが、昨年度は資料室関連の大きな行事等がなかったのが1つの要
因と考える。また、ＰＲ不足も要因と思われる。

55

⑧
評
　
　
　
　
価

評
価

今
後
の

方
向
性

事業実施方法
(複数選択可）

継続

終了
改善・
効率化

次年度予算

理由

平成28年度も引き続き、月1回の三ヶ島葭子資料室ボランティア解説日を実施している
ほか、今年度所沢市で実施された、NHK学園所沢市武蔵野短歌大会において、既刊の
『三ヶ島葭子Ⅲ 花おりおり』の頒布を行い、郷土の歌人三ヶ島葭子の周知を行った。

限られた予算の中で、ボランティア解説会や講演会といった事業を実施し、三ヶ
島葭子の更なる周知を図るため。

現状
維持

縮小

⑨
環境
影響 緊急事態

資料の作成

評価日 H28.8.19 評価者職氏名

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

無

無

規制を受ける環境法令等

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況 (2)今後の方向性

三ヶ島葭子資料室ボランティア解説日、三ヶ島葭子資料室講演会、葭子文学
散歩等関連事業を実施し、三ヶ島葭子のさらなる周知を図っていく。

拡大 縮小

現状
維持

理由

開始年度　　　平成 6

三ヶ島葭子資料室ボランティア解説員の活用として、葭子文学散歩において、短歌の説
明・解説を行った。参加者の満足度も上昇し、ボランティア解説員のスキルアップにも
なった。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください）

その
他

拡大


